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 要 旨 

目的： 

救急外来で HIV 迅速検査に併せて、飲酒と危険な性行為のリスクを減少させるカウンセ

リングを行うことの効果を検証した。 

 

方法： 

対象者は 18-40 歳で、不健康な飲酒歴があり、90 日以内に性行為があり、以前に HIV

陽性と診断されていない者とし、救急外来受診時と 2か月後の飲酒と性行為の状況を比較

した。 

 

結果： 

対象者は85名であり、61％が男性、平均年齢は26歳、59％が白人、92％が独身、57％が

高校より上位の学歴、45％がかかりつけ医を持たず、80％がAUDIT≧8であった。HIV迅速

検査の結果はすべて陰性であった。2か月後に追跡できたのは70名(82%)であり、1週間の

平均飲酒数は23.6杯から9.8杯へ減少(p=0.003)し、1週間の大量飲酒は2.0回から0.9回へ

減少(p=0.012)した。2か月後には、性行為の危険性は減少し、コンドームの使用割合は23%

から46%へ増加(p=0.007)した。性行為前の飲酒は男性より、女性でより大きな減少効果

(p=0.021)が認められた。 

 

結論： 

救急外来でHIV検査に併せて行う飲酒・性行為介入カウンセリングは、不健康な飲酒習

慣のある若年者の飲酒量と危険な性行為を減らす可能性がある。今後、無作為化比較試験

によりこの介入の効果を明らかにすることで、他に医療アクセスをもたないであろう危険

な状態にある若年者に重要な予防策を提供することができるかもしれない。 

 

 


